
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































と抗告訴訟の関係について―大阪地判平成26 年12 月4 日判例集未登載市道負
担不存在確認請求事件―」愛知大学法経論集204号（2015年）327頁以下を参照。
(124)黒川前掲注(5)・435頁は，大阪地判平成26 年12 月4 日のような見方が「定
着するならばこれまで即時確定の利益があれば適法な訴えとして審理されてき
た義務不存在確認の訴えの多くも，無名抗告訴訟と認定され，補充性要件に阻
まれて不適法とされるおそれがある」とするが，これとは異なった判断をした
裁判例は10例以上あり，さらに，国旗国歌訴訟最高裁判決（最判平成24年2
月9日民集66巻2号183頁）以降に限っても，7例が確認の利益を肯定している（春
日前掲注（123)・334～338頁参照）ので，そのような心配は杞憂である（杞
憂であって欲しいし，そうあるべきである）ように思われる。
－64－
　2004年行訴法改正における，当事者訴訟としての確認訴訟活用論を実
質化し，処分以外の行政活動による私人の権利利益の侵害に対する救済を
拡充するために，以上のような課題に答えていくことが，現在の行政法学
に求められているのではないだろうか。
